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１．研究計画の概要 
 
 本研究は、パプア諸語のうち、南ブーゲン
ヴィル諸語と東シンブー諸語を対象とした、
比較言語学的研究を目的とする。 
 それぞれの言語グループを専門とする大
西正幸（研究代表者）と千田俊太郎（研究分
担者）が、各言語グループの主要な言語や方
言の語彙・形態データを、現地調査を通して
収集し記述するとともに、稲垣和也（連携研
究者）と寺村裕史（連携研究者）の協力のも
と、データベースや言語地図を作成する。そ
してそのデータの比較言語学的分析を行な
い、それらの言語／方言の下位分類と、祖語
の再構を目指す。また、研究の過程で、互い
のデータ分析を検討し合いながら、パプア諸
語の比較言語学的分析に共通する重要課題
の、理論的・実践的解決を模索する。 
 長期的には、両研究者は、本研究の成果を
もとに、ブーゲンヴィル諸語とシンブー諸語
のすべての言語と方言の通時的関係を明ら
かにすることを目指している。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 まず、南ブーゲンヴィル諸語に関しては、
主要 6 言語の暫定的な下位分類を終え、その
うち 4 言語の新たなデータを収集した。特に
ナゴヴィシ語、バイツィ語は、これまで信頼
できる言語データがほとんどなかった言語
であり、本プロジェクトの調査で得られた資
料はきわめて貴重なものである。ナゴヴィシ
語に関しては、稲垣・寺村の 2010 年の調査
で、その方言の地理分布の詳細が明らかにな
った。また、ナーシオイ語、モトゥナ語に関
しては、新たな語彙データ、テキストデータ

が順調に蓄積されてきている。残りのブイン
語、ウイサイ語に関しては、政治状況のため
十分な実地調査ができず、主に大西が編纂し
た既存のデータを使っている。現段階では、
ナーシオイ語、ナゴヴィシ語、バイツィ語、
モトゥナ語の歴史的関係ははっきり再構で
きるまでになった。ブイン語、ウイサイ語と
これらの言語の関係の解明が最終年度の課
題として残されている。 
 一方、東シンブー諸語については、千田が
毎年 2 回ずつ行って来た実地調査で、諸言語
の詳細な比較語彙データが着実に蓄積され
た。その特に声調に焦点をあてた分析も進ん
でいる。その結果、この言語グループに所属
する言語／方言すべての歴史的関係の再構
に関する仮説が建てられる段階となった。ま
た、実地踏査を通しての地理データと、寺村
の技術的な協力によって、このグループの詳
細な言語・方言分布地図が完成されつつある。 
 なお、千田はまた、ブーゲンヴィル班と協
力して、これまで調査されていない、北ブー
ゲンヴィル諸語のひとつ、エイヴォ語の資料
も収集した。これは今後の研究の推進の足が
かりとなるものである。 
 
３．現在までの達成度 
 
② おおむね順調に進展している。 
（理由） 
南ブーゲンヴィル諸語、東シンブー諸語とも
に、今までデータのなかった言語・方言の基
礎データが、この 3 年間で着実に集積されて
きた。こうしたデータをもとに、それぞれの
言語グループ内の言語・方言間の歴史的関係
が、大枠において明らかなった。また、南ブ
ーゲンヴィル諸語における声門破裂音やア



クセントの扱い、東シンブーにおける声調の
扱いなど、それぞれの再構における理論的な
問題点もすでに明らかになっている。最終年
度で、これらの成果をまとめ、当初の研究目
的を達成することは、十分可能である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 最終年度には、3 で述べた理論的な問題点
に注意を払いながら、それぞれのグループの
サブグルーピングの仮説を提供するととも
に、今後の研究の方向性を提示することとな
る。 
 今回のプロジェクトで提出する仮説をよ
り確かなものとするためには、今後もそれぞ
れのグループの言語・方言のさらに詳細なデ
ータの収集と分析を継続し、主要なものに関
しては記述文法・辞書・テキスト集を完成す
る必要がある。また、歴史的な研究をさらに
広げるために、南ブーゲンヴィル諸語に関し
ては北ブーゲンヴィル諸語との、また東シン
ブー諸語に関しては西シンブー諸語との関
係を明らかにして行かなければならない。 
 これらの点を考慮しながら、最終年度の研
究を進める過程で、今後の研究計画を立てる
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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